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『
◎
「六
力
国
協
議
」と
「拉
致
問
題
」

第

三
ラ
ウ
ン
ド
の

「六
力
国
協
議
」
が
六

月
北
京
で
開
催
さ
れ
る
の
に
先
立
ち
、
日
朝

事
務

レ
ベ
ル
協
議
も
五
月
四
日
、
五
日
の
両

日
再
開
さ
れ
た
。日
本
が
最
重
要
視
す
る
「拉

致
問
題
」
の
解
決
、
と
く
に
拉
致
被
害
者
家

族
八
人
の
無
条
件
帰
国
要
求
は
、
今
回
の
事

務
レ
ベ
ル
協
議
で
一
定
の
進
展
は
あ

っ
た
も

の
の
解
決
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
第

一
に

「六
力
国
協
議
」
は

「核
問
題
」
を
中

心
課
題
と
し
て
お
り
、
「拉
致
問
題
」
の
先
行

解
決
は
不
可
能
な
こ
と
、
第
二
に

「核
問
題
」

の
解
決
に
関
し
、
中
心
と
な
る
米
朝
間
の
立

場
の
開
き
は
大
き
く
、
依
然
楽
観
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と
、
が
指
摘
で
き
る
。

「拉
致
家
族
の
会
」を
は
じ
め
支
援
グ
ル
ー

プ
は
、
「経
済
制
裁
」
の
行
使
を
求
め
て
大

規
模

な
署
名
活
動
を
展
開
、
世
論
も
こ
れ
に

同
調

し
て
い
る
。
だ
が

「核
問
題
」
の
進
展

が
な
い
状
況
下
に
日
本
が

「経
済
制
裁
」
に

踏
み
切
っ
た
場
合
、
現
状
で
は
米
中
韓
露
四

力
国

の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
。
と
く
に
北
朝

鮮

へ
の
最
大
の
援
助
国
で
あ
る
中
国
の
協
力

な
し

の

「経
済

制

裁
」
は
意

味

を
な

さ

な

い
。

◎
対
北
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る

日
米
と
中
国
の
立
場
の
開
き

中

国

は
膠
着

状
態

に
あ

っ
た

「北
朝

鮮
問

題

」

を
平
和

的

に
解

決

す

べ
く

こ

の
三
年
精

力

的

な
外
交

を
展
開

、

昨
年

八
月

末

に
第

一

回

の

「六

力
国
協
議

」

の
北

京
開

催

を
成
功

さ

せ
た
。

日
本

の
政
府

世
論

は
こ
れ

と
対

照

的

に
、

一
昨

年
九

月

の
拉
致
被

害

者
五

人

の

帰

国

以
来
、
宥

和

政
策

を
撤

回

し

「
ア

メ
と

ム

チ
」
政
策

へ
転
換

。

こ
れ

に
追

い
打

ち

を

か

け
た

の
が
昨
年

三
月

の
米

英
連

合
軍

に
よ

る

イ
ラ

ク
戦

争

の
開
戦

だ

っ
た
。

当
初

こ

の

戦
争

に
同
調

し

な
か

っ
た

日
本
世

論

も
、
今

年

一
月
自
衛

隊

の
イ

ラ
ク
派

遣

が
実
施

さ
れ

る

や
、

こ
れ
を
既
成

事

実

と
し

て
容
認

す

る

よ

う

に
な

っ
た
。

こ
う
し

た
中

で
日
中

両

国

の
立

場

の
開

き

は
徐

々

に
大

き

く
な

っ
た
。

米

国

の
対

イ

ラ
ク
戦

略

と
対
北

朝
鮮

戦
略

に

は
、
武
力

発
動

を
伴

う

か
否

か

で
違

い
が

あ

る
が
、
共

通

の
原

則

も
働

い
て

い
る
。
「九

・

一
=

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
自
爆

テ

ロ
に
発

し
た

米

国

の
安
保

戦
略

の
転

換

は
、
国

際

テ

ロ
に

対

す

る
全
面

戦

争

に
向

か

っ
た
。

二
〇

〇

二

年

一
月

の

一
般

教
書

演

説

に
至
り

、
北
朝

鮮
、

イ

ラ

ン
、
イ

ラ
ク

の
三

力
国

を

「悪

の
枢
軸

」

と
呼

び
、

反
自
由

・
反

民
主
的

な
独

裁
国

家

を
全

世
界

か

ら

一
掃

し
、
自

由

主
義

体
制

の

地
球
規
模

の
樹
立

を
目
指
す

ま

で
に
な

っ
た
。

こ
の
点

で
は
米

国

の
対

イ
ラ
ク

、
対
北

朝

鮮

戦
略

の
間

に
原

則
的

違

い
は
な

い
。

米

国

が
北

朝
鮮

に
武

力
発

動

を
避

け
外
交

に

よ
る
解
決

を

目
指

す

の
は
、
第

一
に
北
朝

鮮

の
隣

国

の
韓

国
、
中

国
両

国
が
宥

和

政
策

を
堅
持

し

て

い
る

こ
と
、
第

二

に
イ

ラ
ク
戦

争

の
泥
沼
化

の
中

で
、
中

東
と
東

ア
ジ

ア
両

地
域

に

二
正

面
作

戦

を
展

開
す

る
十

分

な
余

力
を
持

た

な

い

こ
と

、
な
ど

に
よ

る
。

◎
新
権
威
主
義
か
ら
排
他
的
自
由
主
義
へ

問
題
は
独
裁
政
体
で
、
反
自
由
主
義
的
国

家
の
存
在
を
全
面
的
に
許
さ
な
い
米
国
の
安

保
戦
略
が
、
安
定
的
で
平
和
的
な
国
際
秩
序

を
創
出
し
得
る
か
に
あ
る
。
か
つ
て

一
九
七

〇
年
代
後
半
、韓
国
、台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
の
N
I
E
S
が
台
頭
し
高
度
経
済
発
展

を
実
現
し
た
時
期
、
米
国
は
N
I
E
S
の
非



民
主
的
、非
自
由
主
義
的
独
裁
政
体
を
容
認
、

こ
れ
を
新
権
威
主
義
的
体
制
と
し
て
積
極
的

に
支
持
し
た
。
当
時
米
国
の
自
由
主
義
は
、

社
会
主
義
と
の
対
立
構
造
の
枠
組
の
中
で
多

元
主
義
原
則
を
保
持
、
社
会
主
義
以
外
の
政

体
で
あ
れ
ば
非
自
由
主
義
体
制
も
包
容
す
る

寛
容
な
多
元
戦
略
を
取
り
得
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
が
変
化
し
た
の
は

一
九
八

九
年

の
冷
戦
体
制
の
崩
壊
を
起
点
と
す
る
。

フ
ク
ヤ
マ
の

「歴
史

の
終
焉
?
」
と
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
の

「文
明
の
衝
突
?
」
の
二
論
文
に

よ
る
戦
略
思
考
の
出
現
こ
そ
、
そ
の
変
化
を

象
徴
す
る
も
の
だ
っ
た
。
即
ち
社
会
主
義
崩

壊
後
、
自
由
主
義
の
単
独
世
界
支
配
、
最
終

勝
利
を
目
指
す
戦
略
が
浮
上
、
非
自
由
主
義

政
体

の
存
在
に
対
す
る
寛
容
政
策
が
後
退
、

自
由
主
義
の
不
可
欠
な
原
則
で
あ
る
多
元
主

義
が
排
他
的

一
元
主
義
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

た
。
二
代
に
及
ぶ
ブ
ッ
シ
ュ
親
子
の
対
イ
ラ

ク
戦
争
は
、
そ
の
転
換
の
中
で
生
じ
た
。

中
国
は
な
お
冷
戦
体
制
が
存
在
し
た

一
九

八
〇
年
代
に
、
鄙
小
平
指
導
下
に
そ
れ
ま
で

の
対
外
閉
鎖
的
体
制
を
改
め
改
革
開
放
へ
の

大
転
換
を
実
現
、
高
度
発
展
の
軌
跡
に
入
っ

た
。
郡
小
平
体
制
は
N
I
E
S
の
国
家
体
制

と
似
て
非
自
由
主
義
独
裁
政
体
だ
っ
た
が
、

当
時
の
米
国
は
そ
う
し
た
中
国
国
家
の
存
在

を
許
容
し
、
ま
た
戦
略
的
に
利
用
す
ら
し
た
。

中
国
の
対
北
朝
鮮
戦
略
は
、
第

一
に
自
国

同
様
、北
朝
鮮
も
改
革
開
放

へ
の
転
換
に
よ
っ

て
国
際
社
会
に
責
任
国
家
と
し
て
参
入
可
能

と
す
る
見
方
と
、
第
二
に
朝
鮮
戦
争
の
経
験

か
ら
朝
鮮
半
島
で
の
軍
事
紛
争
の
勃
発
が
、

自
国
の
国
防
を
危
機
に
晒
し
、
対
米
軍
事
対

立
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ

く
。
中
国
は
一
九
九
六
年
以
来
、
対
米
融
和

政
策
を
外
交
安
保
戦
略
の
大
原
則
と
し
て
堅

持
し
て
い
る
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
経
済
発
展

を
持
続
さ
せ
て

「小
康
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
、
戦
争
を
回
避
し
平
和
的
環
境
を
確
保

す
る
と
い
う
長
期
戦
略
が
あ
る
か
ら
だ
。

◎
日
中
政
治
関
係
の
改
善
に
向
け
て

日
中
両
国
関
係
は
、
近
年
の
経
済
交
流
の

盛
況
と
裏
腹
に
、
政
治
関
係
で
は
こ
の
数
年

首
脳
相
互
訪
問
が
途
絶
え
、
関
係
改
善
の
兆

し
が
見
ら
れ
な
い
。
小
泉
首
相
の
執
拗
な
靖

国
参
拝
が
直
接
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
だ

が
、
日
本
の
対
北
朝
鮮
、
対
イ
ラ
ク
政
策
を

含
め
た
安
保
戦
略
が
、
中
国
の
そ
れ
と
大
き

く
齪
酷
を
来
し
て
い
る
点
も
大
き
い
。

小
泉
政
権
の
安
保
戦
略
は
基
本
的
に
米
国

と
軌
を

一
に
し
た
自
由
主
義
絶
対
擁
護
の
原

則
に
基
づ
く
。
国
内
政
策
で
郵
政

・
道
路
な

ど
公
社
公
団
の
民
営
化
を
推
進
す
る
の
も
自

由
主
義
原
則
に
よ
る
し
、
対
イ
ラ
ク
で
米
英

と
足
並
み
そ
ろ
え
自
衛
隊
派
遣
に
踏
み
切
っ

た
の
も
地
球
規
模
の
自
由
主
義
体
制
樹
立
に

賛
同
す
る
か
ら
だ
。
首
相

の
靖
国
参
拝
も
ま

た

「信
仰
の
自
由
」
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

し
か
し
自
由
主
義
原
則
の
安
保
戦
略
は
、
今

日
そ
の
排
他
的

一
元
主
義
が
災
い
し
て
安
定

的
国
際
秩
序
を
形
成
す
る
上
で
有
効
で
な
い

ば
か
り
か
、
紛
争
を
拡
大
す
る
結
果
を
招
い

て
い
る
。
日
本
が
真
に

「拉
致
問
題
」
を
平

和
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
よ

う
な
硬
直
化
し
た
自
由
主
義
安
保
戦
略
を
大

胆
に
改
め
、
北
朝
鮮
の
改
革
開
放
体
制

へ
の

転
換
を
誘
導
す
る
と
と
も
に
そ
の
国
際
社
会

へ
の
参
入
を
助
け
る
よ
う
、
中
国
と
共
同
し

て
当
た
る
べ
き
時
で
あ
る
。

(加
々
美
光
行

・
五
月
五
日
記
)


